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RAD18; RNF73; E3 ubiquitin-protein ligase RAD18; Postreplication repair protein RAD18;
hHR18; hRAD18; RING finger protein 73
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、S. cerevisiaeのDNA損傷修復タンパク質Rad18と非常に類似しています。酵母Rad18は、損傷DNAの複製後修復に必要なユビキチン結合酵素であるRad6との相互作用を介して機能します。酵母Rad18と同様に、このタンパク質は保存されたリングフィンガーモチーフを介して酵母Rad6タンパク質のヒトホモログと相互作用することができます。このモチーフの変異は、紫外線損傷DNAの複製に欠陥をもたらし、複数の変異原に対する過敏症を引き起こします。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：紫外線損傷DNAの複製後修復に関与するE3ユビキチンタンパク質リガーゼ。複製後修復は、損傷DNAの複製時に娘鎖のギャップを埋める役割を果たします。 E2ユビキチン結合酵素UBE2Bと結合してUBE2B-RAD18ユビキチンリガーゼ複合体を形成し、DNA結合PCNAのLys-164におけるモノユビキチン化に関与する。ssDNA結合活性を有する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：RAD18ファミリーに属する。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：SAPドメインを1つ含む。,サブユニット：UBE2AおよびUBE2Bと相互作用する。SHPRHと相互作用する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、DNA合成、損傷乗り越え合成、細胞生物学、タンパク質分解/ユビキチン、プロテアソーム/ユビキチン、ユビキチンE3酵素、RINGフィンガーE3リガーゼ
	画像データ
	

	RAD18抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRAD18ペプチドでブロッキングされている。
	

	RAD18 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Rad18 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウェスタン ブロット分析。
	

	Rad18 ポリクローナル抗体を使用した Jurkat 細胞のウェスタン ブロット分析。

